
帰
宅
困
難
者
の
避
難
場
所
は
仙
台
駅
西
口
駅
前
広
場
で
す

マッププ

避難の動線を点検、確保する避難の動線を点検、確保する 災害時の情報共有手段を
準備しておく

災害時の情報共有手段を
準備しておく

避難路が分かるように
店の前にソーラー式ライトを置く

難路が分かるよ避難 よように
にソーラー式ラ店の前に イ店店店店店の前ののの店の イトを置く

避難路が分かるように
店の前にソーラー式ライトを置く

監修　減災･復興支援機構 イラスト　さとうあけみ

楽しく安心  飲食店街の備え

停電したときに

被害状況は?

全員無事です

ものが少し
落ちました

○○さんの安全を
確認しました

用意していた懐中電灯と避難マップ用意していいた懐中電灯と避難マップ灯用意していた懐中電灯と避難マップ
を利用客に渡し、避難を促す

■

む
す
び
塾
に
参
加
し
て
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仙
台
銀
座
親
和
会

●まず連絡網整備 仙台銀座は戦

後復興を支えてきた場所。老朽化が

進む建物や古い看板

など危険な箇所がた

くさんある。まず取

り組みたいのが連絡

網の整備。「作った」

で終わらないよう

に、きちんと機能す

るようにしたい。町

内会の備蓄品の準備も急ぎたい‖町

内会長・横山芳夫建築設計監理事務

所社長・横山英子さん

●覚悟持たないと 昨年、今年の

大地震発生時に店には、お客さんが

いなかった。いたら

どうなったか考える

一方、被害が少なく

て慣れっこになった

自分もいる。日々商

売に追われて防災は

つい後回しにしてい

たが、覚悟を持って

取り組まなくてはならないと感じた

‖町内会副会長・もんじゃ焼き下町

や経営・長島寿春さん

●防災力高めたい 過去に被害が

ほとんどなかったので、防災を深く

考えたことがなかっ

た。今まで大丈夫だ

から今後も大丈夫だ

という保証はない。

商売を続けるために

はもちろん、お客さ

んのため、地域のた

めに何ができるかを

みんなで話し合い、仙台銀座の防災

力を高めたい‖町内会会計幹事・味

処花夕経営・中鉢祐一さん

●火災対策考える 震災の時は青

葉区の国分町の店で働いていた。街

全体がパニック状態

だった。経験を踏ま

え、店の高い所に重

い物を置かないなど

の対策をしている。

ガスを多く使うた

め、火災の備えも常

に考えなければなら

ない。皆さんの話を今後の備えに生

かしたい‖町内会幹事・焼肉ホルモ

ン伽楽経営・斎藤政視さん

●階段降下安全に 約４年前に初

めて店を開いた ここ２回の地震で

高い所に置いていた

グラスや日本酒の瓶

が落ち 怖い思いを

したので低い場所に

移した 店は２階で

急な階段がある お

客さんに安全に下り

てもらうための対策

を考えないといけない 皆さんの経

験に学び備えたい‖町内会幹事・お

菜晩酌志ほ経営・古川志穂さん

●ＬＩＮＥで確認 ウイスキーボ

トルの棚にガードやロープで落下防

止策をしているが、

３月の地震では被害

が出た。バーテンダ

ー協会では、ＬＩＮ

Ｅのグループで災害

時に安否確認をして

いる。仙台銀座でも

身近な連絡網の準備

など、できることから進めたい‖町

内会幹事・メインバーオークルーム

経営・菊地健さん

●皆で取り組みを マージャン荘

なのでお客さんは男性が多く、私の

方が助けられること

が多い。この辺りに

来るお客さんは土地

勘がない人もいる。

避難場所と経路が一

目で分かる地図がほ

しい。自分の店だけ

じゃなく、町内会全

体のことを考えて皆で防災に取り組

んでいけたらいい‖町内会会員・麻

雀みどり経営・小林英子さん

●地域と協力する 震災時は県外

客の避難誘導が大変だった。社内で

備蓄はしているが、

当時を知る人が少な

くなり、対応を記録

しなかったことを反

省している。災害時

に従業員がけがなく

働けて仕事に集中で

きるのは大事。地域

の人と協力し防災を進めたい‖町内

会監事・平和住宅情報センター社長

・奥山俊一さん

老
朽
化
し
た
看
板
を
改
修
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
だ
か
ら
で
き
る
お

金
の
集
め
方
が
あ
る
。
仙
台
銀
座
に
は

フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
い
る
。
「
仙
台
銀

座
を
守
る
た
め
に
」と
い
う
合
言
葉
で
、

お
店
や
街
を
愛
す
る
人
た
ち
を
取
り
込

ん
だ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ

Ｆ
）
を
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

地
震
だ
け
で
な
く
、
大
雨
の
対
策
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
対
応
は
一

人
や
一
つ
の
店
舗
で
は
難
し
い
。
「
お

客
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と

い
う
話
が
出
た
よ
う
に
、
仙
台
銀
座
に

は
客
の
協
力
が
得
ら
れ
る
土
台
が
あ

る
。
仲
間
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ン
も
巻

き
込
ん
で
備
え
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
。

■

助
言
者
か
ら
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ファン巻き込みＣＦを
東北大災害科学国際研究所
准教授 佐藤翔輔さん

明 りの事前準備必要
石 市 日本料理店
八幡家 おかみ 阿部紀代子さん

夜
、
電
気
を
消
す
と
考
え
て
い
る
以

上
に
暗
闇
に
な
る
。
お
客
さ
ん
と
ス
タ

ッ
フ
の
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、

店
内
を
思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ
た

り
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
き
た
。

前
も
っ
て
ラ
イ
ト
や
蓄
光
テ
ー
プ
を
準

備
し
て
ほ
し
い
。

知
ら
な
い
土
地
だ
と
、
避
難
場
所
に

た
ど
り
着
く
お
客
さ
ん
が
少
な
い
こ
と

も
実
証
実
験
で
分
か
っ
た
。
避
難
経
路

の
説
明
の
仕
方
を
仲
間
で
共
有
す
る
こ

と
が
大
事
。
お
客
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
逃
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
避
難

に
つ
な
が
る
。

訓
練
を
す
る
と
き
は
私
も
手
伝
う
。

仙
台
銀
座
は
安
心
し
て
飲
ん
で
食
べ
ら

れ
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

む
す
び
塾

＠仙台銀座親和会

河
北
新
報
社
は
３
日
、
１
０
６
回
目
の
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」
を
仙
台
市
青

葉
区
中
央
の
町
内
会
「
仙
台
銀
座
親
和
会
」
で
開
い
た
。
仙
台
市
中
心
部
に
あ
り
、
飲
食
店
や

ビ
ル
が
建
つ
一
角
は
昼
夜
問
わ
ず
多
く
の
人
が
行
き
交
う
。
宮
城
県
内
で
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
中
、
町
内
会
役
員
を
中
心
に
経
営
者
や
住
民
ら
８
人
が
災
害
の
備
え
と
利
用
客
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

利用客の安全確保探る

帰宅困難者の最寄りの避難場所
と、仙台銀座からのルートを示
した名刺大の避難マップ

東
北
大
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の

佐
藤
翔
輔
准
教
授

、
東
日
本
大

震
災
を
機
に
同
業
者
ら
と
夜
の
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
石
巻
市
の
日
本
料

理
店
「
八
幡
家
」
お
か
み
の
阿
部
紀

代
子
さ
ん

が
助
言
者
と
し
て
議

論
に
加
わ
っ
た
。

震
災
時
、
仙
台
銀
座
は
被
害
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
で

昨
年
２
月
と
今
年
３
月
に
宮
城
、
福

島
両
県
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測
し

た
地
震
で
は
、
グ
ラ
ス
や
瓶
が
落
ち

て
割
れ
る
被
害
が
相
次
い
だ
。

幹
事
の
「
お
菜
晩
酌
志
ほ
」
経
営

古
川
志
穂
さ
ん

は
「
お
客
さ
ん

は
い
な
か
っ
た
が
、
店
内
は
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
。
自
分
は
動
け
ず
、
避
難
す

る
よ
う
声
を
か
け
て
く
れ
た
隣
の
店

主
が
お
客
さ
ん
を
誘
導
す
る
姿
を
見

て
、
震
災
経
験
者
は
違
う
と
思
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

幹
事
の
菊
地
健
さ
ん

が
経
営

す
る
「
メ
イ
ン
バ
ー
オ
ー
ク
ル
ー
ム
」

に
は
地
震
発
生
当
時
、
飲
食
客
の
姿

が
あ
っ
た
。
「
カ
ウ
ン
タ
ー
の
下
に

入
る
よ
う
呼
び
か
け
た
が
、
動
け
な

い
人
も
い
た
。
お
客
さ
ん
へ
の
対
応

な
ど
、
仙
台
銀
座
で
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
で
き
る
も
の
が
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

阿
部
さ
ん
は
震
災
の
津
波
で
店
が

被
災
。
店
を
再
開
し
た
後
の
２
０
１

２
年

月
、
営
業
中
に
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
、
閉
店
の
判
断
に
苦
慮
し

た
経
験
が
き
っ
か
け
で
、
仲
間
と
夜

の
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
。

成
果
と
し
て
身
を
守
る
行
動
な
ど

利
用
客
へ
の
協
力
要
請
と
、
避
難
誘

導
な
ど
従
業
員
の
行
動
を
ま
と
め
た

「
地
震
・
津
波
対
応
の
心
得
」
を
紹

介
。
「
１
軒
で
閉
店
を
判
断
し
に
く

く
て
も
、
飲
食
店
街
で
ま
と
ま
っ
て

方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
で
お
客
さ
ん

と
従
業
員
の
安
全
を
確
保
で
き
る
」

と
強
調
し
た
。

備
え
や
課
題
に
つ
い
て
、
会
員
間

の
連
絡
や
情
報
共
有
を
挙
げ
る
声
が

相
次
い
だ
。
会
計
幹
事
の
「
味
処
花

夕
」経
営
中
鉢
祐
一
さ
ん

は「
店

と
自
宅
が
離
れ
て
い
て
、
災
害
が
起

き
た
ら
不
安
だ
」
と
明
か
す
。
佐
藤

准
教
授
は
「
連
絡
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
こ
と

か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。
災
害
時
に

限
ら
ず
普
段
か
ら
や
り
と
り
す
る
と

い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

「
自
分
と
家
族
、
働
く
人
の
命
を

守
り
、
お
客
さ
ん
を
は
じ
め
居
合
わ

せ
た
人
を
助
け
る
の
は
人
が
集
ま
る

場
所
の
使
命
」
と
話
す
の
は
、
会
長

で
「
横
山
芳
夫
建
築
設
計
監
理
事
務

所
」
社
長
横
山
英
子
さ
ん

。
看

板
な
ど
設
備
の
老
朽
化
、
帰
宅
困
難

者
の
対
応
、
備
蓄
品
の
確
保
と
い
っ

た
課
題
を
挙
げ
て
「
小
さ
な
商
店
街

で
は
費
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、

必
要
と
分
か
っ
た
以
上
は
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。
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⊃

仙
台
銀
座
は
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
に
ほ

ど
近
い
飲
み
屋
街
だ
。
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
ホ
テ
ル
が
並
び
、
都
市
の

新
陳
代
謝
が
活
発
な
南
町
通
と
東

二
番
丁
通
が
交
わ
る
一
角
に
あ
り

な
が
ら
、
明
か
り
が
と
も
っ
た
看

板
が
並
ぶ
小
路
は
、
昭
和
の
風
情

が
漂
う
。

仙
台
銀
座
親
和
会
に
は

世
帯

が
加
入
し
て
い
る
。
大
半
を
和
食
、

洋
食
、
中
華
、
焼
き
肉
、
バ
ー
、

喫
茶
な
ど
の
飲
食
店
が
占
め
る
。

戦
後
、
仙
台
空
襲
で
焼
け
出
さ

れ
た
物
販
店
な
ど
が
、
長
屋
で
商

い
を
再
開
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ

る
。
１
９
５
２
年
と

年
に
大
火

に
見
窑
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
居
酒

屋
な
ど
が
店
を
出
し
、
現
在
の
飲

み
屋
街
の
原
型
が
で
き
た
と
い

う
。

昭
和
感
漂
う
飲
み
屋
街

仙
台
銀
座

年
代
に
２
度
大
火

日が暮れて看板に明かりがともった
仙台銀座‖仙台市青葉区中央

ＱＲコードで接続すると、仙台
銀座の街並みとむすび塾参加者
のお店・事務所を動画で見るこ
とができます

又又又又又又又又又又又又又又又俣
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抹

自身の被災体験を披露しながら対策について意見を交わした仙台銀座親和会のメンバー
‖３日、仙台市青葉区中央の平和住宅情報センター

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
の
被
災
体
験

を
振
り
返
り

防
災
の
教
訓
や
課
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

町
内
会
や
学
校

職
場
な
ど
少
人
数
の
集
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